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〔概要〕
行政のデジタル化に伴いデータ相互利活用が増加する中、同一概念でも異なる用語や基準が用いられることで、データ連携に支障が生じています。本書は、データ項目の名前と意味を定義する「データ項目辞書」を提供し、組織間の共通理解を実現します。これにより意味のずれを防ぎ、データ連携やシステム開発の効率化を図ります。GIFコアデータモデルに対応したデータ項目辞書を提供します。
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[bookmark: _Toc222837013]概要
[bookmark: _Toc16753973][bookmark: _Toc222837014]背景
行政のデジタル化が進展する中、府省庁や地方公共団体の間でデータを相互に利活用する機会が増加しています。しかし、作成者が異なるデータは、同一の意味（概念）を持つ情報であっても、個々のデータの中で用いられる用語や項目名として違う言葉（ラベル）が割り当てられていることがあります。例えば、「電力」に関連する概念を表す際に、「定格出力」「消費電力」「電力量」など様々な用語が使用され、それぞれが異なる意味を持つのか同じ意味を持つのかが判別できません。また、「社員数」のカウント基準においても、役員やパート・アルバイトを含めるのか等、データ作成者ごとに異なる基準が用いられ、データを活用した分析や利活用に対して問題を引き起こすことがあります。このような不整合を解決するには、もともとのデータがもつ意味を判別するための仕組みが必要です。
政府相互運用性フレームワーク(GIF: Government Interoperability Framework)は、データモデル等を提供していますが、個々のデータ項目の意味を体系的に整理する枠組みが十分に整備されていない状況にあります。
[bookmark: _Toc222837015]課題
データ項目の意味（概念）と、その項目が取り得る具体的な値の範囲が明確に区別されていないため、同じ用語でも異なる基準で運用されていることが見過ごされています。また、データ項目の定義が各システムの設計書に散在しており、体系的に検索・参照できる仕組みが不足しているため、既存の定義を発見して再利用することが難しく、類似したデータ項目が重複して定義される非効率が生じています。さらに、人が理解できる用語定義と、機械が処理できる形式的な記述を統合的に管理する仕組みが整備されていないため、データ項目の意味を人と機械の双方が正しく解釈し、自動的に連携処理を行うことができません。
これらの課題により、データ項目の意味の不整合が解消されず、データ連携のコストが増大し、データを活用した分析や利活用に支障をきたしています。

[bookmark: _Toc222837016]目的
本書は、データ連携として、データ項目の意味を明確かつ一貫性のある形で定義する「データ項目辞書」を提供することを目的としています。組織内外で再利用するデータ項目について、その名前と意味を人が読んで理解できる形で定めたデータ項目辞書を提供します。データ項目が「何を意味するのか」という概念と、「どのような値を取るのか」という具体的な値の範囲を分けて定義することで、意味の理解と実際の使い方を別々に考えられるようにします。
これにより、組織間でデータ項目の意味を共通に理解できるようになり、データを交換する際の意味のずれを防ぐことができます。また、既に定義された標準を再利用することで、システム開発やデータ設計の手間を減らし、効率を高めることができます。
[bookmark: _Toc222837017]概要
本書は、GIFのコアデータモデルで定義している項目に対して「データ項目辞書（コアデータモデル）」を提供します。

[bookmark: _Toc222837018]本書について
[bookmark: _Toc222837019]対象範囲と前提
本書が対象とするデータ項目は、行政機関が広く利用する基本的なもの（コアデータモデル）であり、具体的には個人、法人、住所、連絡先、施設、建物、設備、土地、イベント、子供預かり情報等のエンティティに関するデータ項目を定義します。業務固有のデータ項目については、本書の定義を参考に、各組織が独自に定義することを想定しています。
なお、本書のデータ項目定義は関連する法令・制度を参照していますが、法令解釈や制度運用を規定するものではありません。法的な解釈や具体的な運用については、各法令の所管府省庁の定める規則・通達等に従うものとします。
本書では、コアデータモデルの構成のうち基礎項目のみ記載しています。また、記載項目は、「項目名」、「定義」、「概念定義域」「補足」としており、説明の中で実装時に定義すべき事項（値域、表記規則等）についてガイドを示しています。具体的な「値域（許容値、データ型、形式等）」は、実装環境や業務要件に依存するため、各組織で個別に定義してください。
[bookmark: _Toc222837020]用語の説明
本書に利用している用語の説明を以下に記載します。
	用語
	説明

	コアデータモデル
	GIFで定義されているコアデータモデルを指す。

	概念データ要素
（DEC）
	Data Element Concept：データの意味を表す概念。
本書では項目名として記載している。

	定義
	Definition：概念データ要素の意味を記述したもの。

	概念定義域
	Conceptual Domain：取り得る値の意味の範囲。

	値域
	Value Domain：実際に使用できる値の具体的な範囲。

	特殊コード
（日付の不明等）
	日付項目において、不明・不詳・設定なし等の特殊な状態を表現するために用いられる符号。公的制度（住民基本台帳、公的個人認証等）で使用される場合がある（例：月日不詳を9999等で表現）。



[bookmark: _Toc17289282][bookmark: _Toc222837021]データ項目辞書（コアデータモデル）
[bookmark: _Toc222837022]個人
[bookmark: _Toc222837023]ID群
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	ID群

	項目名 (英語）
	idGroup

	定義
	個人に関連付けられた一つ以上の識別子のグループ

	概念定義域
	個人を識別するために用いられる記号・番号体系のグループ（例：行政機関が発行する番号、組織内で管理する番号、サービス固有のIDなど）

	説明
	【範囲】
・識別子の組合せ、順序、重複の可否は値域で定義する。具体的なIDの種類は制度・組織に依存する（例：「個人番号（マイナンバー）」「住民票コード」「職員番号」「会員ID」など）。
【表記】
・許容値や表記、構造（例：IDの範囲、順序、重複可否、必須/任意の区分、履歴の扱い、区切り記号等）は値域で定義する。
【参照:法令】
・行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律



[bookmark: _Toc222837024]氏
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	氏

	項目名 (英語）
	familyName

	定義
	人の氏名の構成要素で、同一家族や家系の名称に対応する部分
（同義語として「姓」が一般に用いられる。）

	概念定義域
	人の氏名に関する値の意味の範囲（家族・家系に関わる名称として理解される値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・日本の人名体系に基づく項目である。海外の人名は文化・制度差異が大きいため、国・言語別に値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（漢字・カナ・英字、旧氏・通称の扱いなど）は値域で定義する。
【参照:法令】
・戸籍法



[bookmark: _Toc222837025]名
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	名

	項目名 (英語）
	givenName

	定義
	人の氏名の構成要素のうち、個人に付けられた固有の名称に当たる部分

	概念定義域
	人の名に関する値の意味の範囲（個人に付けられた固有の名称として理解される値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・日本の人名の二要素（氏・名）に基づく構造を前提とする。海外の人名は構造が異なるため、国・言語別の値域（例：ミドルネームの有無、語順、ローマ字化規則）で定義する。
【表記】
・許容値や表記（漢字、カナ、英字、通称の取扱い等）は値域で定義する。
・ミドルネームを有している場合は、区切り文字として半角空白を使用した上でミドルネームを記載してもよい。（例：ミドルネーム＋区切り文字＋名）
【参照:法令】
・戸籍法



[bookmark: _Toc222837026]氏(カナ)
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	氏(カナ)

	項目名 (英語）
	familyNameKana

	定義
	人の氏名の構成要素における氏のカナ表記

	概念定義域
	人の氏の「読み」として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の人名体系に基づく項目である。海外の人名は、各国の人名体系に応じて値域で定義する。
【表記】
・「氏（カナ）」は、氏の読みを扱う概念であり、表記方法の取り決めは値域で定義する。
・カナは片仮名（ISO 15924: Kana）を標準とする。
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否などの表記規則は値域で定義する。
【参照:法令】
・戸籍法



[bookmark: _Toc222837027]名(カナ)
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	名(カナ)

	項目名 (英語）
	givenNameKana

	定義
	人の氏名の構成要素における名のカナ表記

	概念定義域
	人の名の「読み」として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の人名体系に基づく項目である。海外の人名は、各国の人名体系に応じて値域で定義する。
【表記】
・「名（カナ）」は、名の読みを扱う概念であり、表記方法の取り決めは値域で定義する。
・カナは片仮名（ISO 15924: Kana）を標準とする。
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否などの表記規則は値域で定義する。
【参照:法令】
・戸籍法



[bookmark: _Toc222837028]氏(英字）
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	氏(英字)

	項目名 (英語）
	familyNameEn

	定義
	人の氏名の構成要素における、氏のラテン文字表記

	概念定義域
	人の氏のラテン文字表記として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・本概念は日本の人名体系に基づく項目である。海外の人名には、各国の人名体系に応じて値域で定義する。
【表記】
・英字はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。
・文字種、大小文字の扱い、スペース・記号（アクセント記号・ダイアクリティカルマークを含む）の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837029]名(英字）
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	名(英字）

	項目名 (英語）
	givenNameEn

	定義
	人の氏名の構成要素における、名のラテン文字表記

	概念定義域
	人の名のラテン文字表記として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・本概念は日本の人名体系に基づく項目である。海外の人名は、各国の人名体系に応じて値域で定義する。
【表記】
・英字はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。
・文字種、大小文字の扱い、スペース・記号（アクセント記号・ダイアクリティカルマークを含む）の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837030]氏名
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	氏名

	項目名 (英語）
	fullName

	定義
	氏と名を組み合わせた人の名称

	概念定義域
	人の氏名に関する値の意味の範囲（氏と名の組合せとして理解される人の名称の値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・本概念は日本の人名体系に基づく項目である。海外の人名は、各国の人名体系に応じて値域で定義する（ミドルネームの有無、ローマ字化規則の選定は値域で定義）。
【表記】
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否などの表記規則は値域で定義する。
・氏、名のセットとし、区切り文字は半角空白とする。
【参照:法令】
・戸籍法



[bookmark: _Toc222837031]氏名(カナ)
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	氏名(カナ)

	項目名 (英語）
	fullNameKana

	定義
	人の氏と名の読みを組み合わせた名称のカナ表記

	概念定義域
	人の氏と名の「読み」の組合せとして理解されるカナ表記に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の人名体系に基づく項目である。海外の人名は、各国の人名体系に応じて値域で定義する。
【表記】
・カナは片仮名（ISO 15924: Kana）を標準とする。 
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否、区切り文字、順序などの表記規則は値域で定義する。
・氏、名のセットのカナ表記、区切り文字は半角空白とする。
【参照:法令】
・戸籍法



[bookmark: _Toc222837032]氏名(英字）
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	氏名(英字）

	項目名 (英語）
	fullNameEn

	定義
	人の氏と名を組み合わせた名称のラテン文字表記

	概念定義域
	人の氏と名のラテン文字表記の組合せとして理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・本概念は日本の人名体系に基づく項目である。海外の人名は、各国の人名体系に応じて値域で定義する。
【表記】
・英字はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。
・文字種、大小文字の扱い、スペース、区切り記号、順序、記号（アクセント記号・ダイアクリティカルマークを含む）の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837033]国籍
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	国籍

	項目名 (英語）
	nationality

	定義
	個人が特定の国家に対して有する国民としての法的地位を示す属性

	概念定義域
	国家に対する国民としての法的地位の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・本概念は国際一般に適用するが、日本の制度に依存する場合は国籍法等の要件に従う。国籍情報は個人の法的地位に関わる機微性を有するため、取扱いには法的配慮を要する。
【補足】
・「国籍」は法的地位であり、「出身国」「居住国」「民族」とは異なる概念である。実務で区別が必要な場合は、値域で定義すること。
・国や制度により国籍の取得・喪失や表示方針が異なるため、適用する法制度に依存する事項は値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値・表記・コードの採用可否（例：ISO 3166による国名コード、複数国籍や無国籍の取扱い）は値域で定義する。
【参照:法令】
・国籍法



[bookmark: _Toc222837034]性別
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	性別

	項目名 (英語）
	sex

	定義
	個人に関する生物学的性の区分を表す情報

	概念定義域
	個人に関する生物学的性の区分の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・制度や用途により「生物学的性（sex）」の区分と「ジェンダー（gender）」の区分を区別して扱う場合がある。混同を避けるため、ジェンダー（gender）を取り扱う場合は、別の項目として定義すること。
【補足】
・許容される区分（例：不明、男性、女性、適用不能等）は制度により異なるため、値域で定義する。
・国や制度により区分（例：不明、適用不可、自己申告等）の扱いが異なるため、許容値の構成は導入組織の方針に従って値域で定義する。
【参照:法令】
・戸籍法



[bookmark: _Toc222837035]生年月日
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	生年月日

	項目名 (英語）
	dateOfBirth

	定義
	個人が出生した日を表す暦上の日付

	概念定義域
	個人の出生日を表す年・月・日を組み合わせた値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の公的記録（戸籍、住民基本台帳等）における生年月日の扱いは各制度に依存する。実務上の例外（不詳・推定日など）は値域で定義する。
【補足】
・暦体系（通常はグレゴリオ暦）の選択や部分的な日付（年のみ、年月のみ等）の扱いは値域で定義する。
・日付の一部または全部が不明・不詳・推定の場合の扱い（不詳を表す特殊コード等）は値域で定義する。
【表記】
・許容値・表記（例：ISO 8601拡張表記 YYYY-MM-DD）は値域で定義する。
【参照:法令】
・戸籍法



[bookmark: _Toc222837036]死亡年月日
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	死亡年月日

	項目名 (英語）
	dateOfDeath

	定義
	個人が死亡した日を表す暦上の日付

	概念定義域
	個人の死亡日を表す年・月・日を組み合わせた値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の公的記録（戸籍、住民基本台帳等）における死亡年月日の扱いは各制度に依存する。実務上の例外（不詳・推定日など）は値域で定義する。
【補足】
・暦体系（通常はグレゴリオ暦）の選択や部分的な日付（年のみ、年月のみ等）の扱いは値域で定義する。
・日付の一部または全部が不明・不詳・推定の場合の扱い（不詳を表す特殊コード等）は値域で定義する。
【表記】
・許容値・表記（例：ISO 8601拡張表記 YYYY-MM-DD）は値域で定義する。
【参照:法令】
・戸籍法



[bookmark: _Toc222837037]備考
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	備考

	項目名 (英語）
	remark

	定義
	個人に関して補足的に記述される情報や注記

	概念定義域
	個人に関する補足情報として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、文字数上限、改行や書式の扱い）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837038]住所
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	住所

	項目名 (英語）
	address

	定義
	個人が所在する場所に対応する地理的・行政的名称や番号の記述

	概念定義域
	人の所在に関する地理的・行政的所在の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所要素（都道府県、市区町村（郡）、町字、番地以下、建物名等）の取扱いの詳細は値域で定義する。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【補足】
・日本の住居表示に関する制度差（街区方式・道路方式など）や丁・番地体系は定義に含めすに値域で定義する。
【表記】
・許容値・表記（順序、区切り、改行、文字種、郵便番号の扱い等）は値域で定義する。
【参照:法令】
・住居表示に関する法律



[bookmark: _Toc222837039]連絡先情報
	コアデータモデル
	個人

	項目名
	連絡先情報

	項目名 (英語）
	contactPointInformation

	定義
	個人への連絡に用いる手段に関する情報

	概念定義域
	個人への連絡手段に関する値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・電話番号はITU-T E.164（国際電話番号計画）やE.123（記述規則）、電子メールはRFC 5322（Internet Message Format）、電話URIはRFC 3966、vCardはRFC 6350などの規格を参照できるが、採用有無は値域で明示する。
・公開可否、利用目的、取得同意、有効期間、優先順位（主・副）などの運用情報は定義に含めず、値域で扱う。
【表記】
・許容値・表記・コード（電話番号、電子メール、メッセージID、SNSハンドル等の扱い）は値域で定義する。
【運用】
・「住所」は別の項目名（住所）で定義済み。郵送による連絡に用いる場合は、当該項目名を必要に応じて関連付けて扱う。



[bookmark: _Toc222837040]連絡先
[bookmark: _Toc222837041]連絡先名称
	コアデータモデル
	連絡先

	項目名
	連絡先名称

	項目名 (英語）
	contactPointName

	定義
	連絡先情報に与えられる固有の名称

	概念定義域
	連絡先情報の名称という値の意味の範囲（例：個人・組織・部門・役職・チーム・サービス窓口などの名称の値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、国・地域固有の命名規則や書式は値域で定義する。
【表記】
・許容値・表記・文字種・最大長等は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837042]連絡先用途
	コアデータモデル
	連絡先

	項目名
	連絡先用途

	項目名 (英語）
	contactPointPurpose

	定義
	連絡先情報が担う目的または役割

	概念定義域
	連絡先情報の用途に関する値の意味の範囲（例：問い合わせ受付、苦情対応、営業連絡、技術サポート、緊急連絡、地域情報などの用途の値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、業務・組織固有の区分や分類体系は値域で扱う。
【表記】
・許容値・表記・コード、文字種、最大長などは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837043]連絡先電話番号
	コアデータモデル
	連絡先

	項目名
	連絡先電話番号

	項目名 (英語）
	contactPointPhoneNumber

	定義
	電話網で連絡先情報に割り当てられる呼び出し番号

	概念定義域
	連絡先情報の電話番号という値の意味の範囲（例：国際電話番号、国内電話番号、内線番号などの値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、国・地域・事業者ごとの番号体系やダイヤル規則は値域で定義する。
【表記】
・許容値・表記・書式（例：E.164形式、国内表記、分割表記、内線の扱い）や検証規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837044]連絡先メールアドレス
	コアデータモデル
	連絡先

	項目名
	連絡先メールアドレス

	項目名 (英語）
	contactPointEmailAddress

	定義
	電子メールの送受信において連絡先情報を宛先として特定する識別子

	概念定義域
	連絡先情報の電子メール宛先に関する値の意味の範囲（例：個人、部門、役職、システム、配布リストに対応する電子メール宛先の値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、組織固有のアドレス命名規則やエイリアス運用は値域で定義する。
【表記】
・許容値・表記・書式（国際化対応等）や検証規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837045]連絡先URL
	コアデータモデル
	連絡先

	項目名
	連絡先URL

	項目名 (英語）
	contactPointUrl

	定義
	連絡先情報に対応づけられたWeb上の資源の位置を表す識別子

	概念定義域
	連絡先情報のWebアドレスに関する値の意味の範囲（例：公式サイトのページ、問い合わせフォーム、サポートポータル、予約ページ等に対応するWeb資源位置指定子の値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、組織・業務固有のリンク方針（トップページ限定、特定言語版への誘導等）は値域で定義する。
【表記】
・許容値・表記・書式（スキーム、エンコーディング、国際化の扱い）や検証規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837046]連絡先SNS
	コアデータモデル
	連絡先

	項目名
	連絡先SNS

	項目名 (英語）
	contactPointSocialMedia

	定義
	連絡先情報に関連付けられたソーシャル・ネットワーキング・サービス上のアカウントまたはページを識別する情報

	概念定義域
	ソーシャル・ネットワーキング・サービス上の連絡用アカウントまたはページという値の意味の範囲（例：ハンドル／ユーザーID、プロフィールURL、公式ページURL、メッセージ受信用アカウント等の値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、特定プラットフォーム（例：X、Facebook、Instagram、LINE、WeChat等）へのマッピングは値域で定義する。
【表記】
・許容値・表記・書式（例：ハンドル形式、URI/URL、国際化表記）や検証規則は 値域で定義する。
・SNSなどの連絡手段がある場合に「サービス名称:(コロン) ユニークID」を記載する。
【運用】
・名称中の「SNS」はソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。略語の可否や表記は用語集・値域で統一する。



[bookmark: _Toc222837047]連絡先住所
	コアデータモデル
	連絡先

	項目名
	連絡先住所

	項目名 (英語）
	contactPointAddress

	定義
	連絡先情報の宛先として用いられる所在地の表現

	概念定義域
	連絡先情報に対応する住所という値の意味の範囲（例：地理的住所、私書箱、組織の部局宛て等の宛先表現の値の意味の範囲）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、国・地域ごとの住所構成（都道府県／州／省 等）や書式、部局名の位置付けは、ISO 19160-1の枠組みに整合する値域で定義する。
【表記】
・許容値・構成要素（例：国名、地域名、番地、郵便番号等）・表記順・多言語表記・最大長・検証規則は 値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837048]連絡先備考
	コアデータモデル
	連絡先

	項目名
	連絡先備考

	項目名 (英語）
	contactPointRemark

	定義
	連絡先情報に関して補足的に記述される情報や注記

	概念定義域
	連絡先情報に関する補足情報として取りうる値の意味の範囲（例：対応時間、注意事項、利用条件、担当者の不在日、窓口の特記事項などの補足内容の値の意味の範囲）

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、文字数上限、改行や書式の扱い）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837049]住所
[bookmark: _Toc222837050]全国地方公共団体コード
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	全国地方公共団体コード

	項目名 (英語）
	localGovernmentCode

	定義
	日本の地方公共団体を一意に識別するために付与される標準化されたコード

	概念定義域
	日本の地方公共団体（都道府県および市区町村）の識別子に対応する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の制度（全国地方公共団体コード）に基づく項目である。（JIS X 0401、JIS X 0402）
【表記】
・全国地方公共団体コード（6桁、都道府県と市区町村まで含む）を記載する。
【運用】
・行政情報（総務省・地方公共団体コード関連）



[bookmark: _Toc222837051]町字ID
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	町字ID

	項目名 (英語）
	streetAddressId

	定義
	アドレス・ベース・レジストリで定義される、町若しくは字を一意に識別するために付与される識別子

	概念定義域
	日本の住所における町若しくは字の識別子の値の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所体系に基づく項目である。
【補足】
・町字IDのID体系については、アドレス・ベース・レジストリのデータ仕様に準拠する。
【表記】
・許容値・桁構成・表記（例：半角数字、ゼロ埋め、ハイフン等）は値域で定義する。
【参照:機関】
・デジタル庁 (アドレス・ベース・レジストリ)



[bookmark: _Toc222837052]都道府県
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	都道府県

	項目名 (英語）
	prefecture

	定義
	日本の地方公共団体の第1層に位置づけられる広域行政区画の総称（都・道・府・県）

	概念定義域
	日本における都・道・府・県という行政区画の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所体系（都・道・府・県）に基づく項目である。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【参照:法令】
・住居表示に関する法律



[bookmark: _Toc222837053]市区町村(郡）
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	市区町村(郡）

	項目名 (英語）
	cityAndCounty

	定義
	日本の住所体系における第2層の行政区画に該当する市・特別区・町・村と、町村を包含する郡から成る区分

	概念定義域
	日本の基礎自治体（市・特別区・町・村）および住所構成上の郡に関する区画の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所体系（市区町村・郡）に基づく項目である。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【運用】
・「区」には特別区（基礎自治体）と政令指定都市の行政区（基礎自治体ではない）があり、概念上の対象は特別区のみ。郡は自治体ではなく町村を包含する住所上の中間区画として扱われる。
【参照:法令】
・住居表示に関する法律



[bookmark: _Toc222837054]町字
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	町字

	項目名 (英語）
	streetAddress

	定義
	日本の住所体系における市区町村内の地理的な小区画としての町または字の総称

	概念定義域
	日本の住所体系における町または字という区画の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本国内の住所体系（町・字）に基づく項目である。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【参照:法令】
・住居表示に関する法律



[bookmark: _Toc222837055]番地以下
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	番地以下

	項目名 (英語）
	cityBlock

	定義
	日本の住所体系における町字などの基礎区画名より後に続く詳細な所在を表す部分

	概念定義域
	日本の住所体系における町字などの基礎区画名より後に続く詳細な所在の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所体系に基づく項目である。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【補足】
・番地以下（街区符号、住居番号または地番）を記載する。
【表記】
・具体的な表記方法（区切り等）は値域で定義する。
【参照:法令】
・住居表示に関する法律



[bookmark: _Toc222837056]建物名等(方書）
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	建物名等(方書）

	項目名 (英語）
	buildingNameEtc

	定義
	日本の住所体系における建物に関する名称や宛先の補足（方書）を表す部分

	概念定義域
	建物名称・居室名称・方書などの宛先補足に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所体系に基づく項目である。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【補足】
・建物名、部屋番号、フロア名などを記載する。
【表記】
・具体的な表記方法（区切り等）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837057]連結表記
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	連結表記

	項目名 (英語）
	fullAddress

	定義
	日本の住所体系における各構成要素をひとつの文字列としてまとめる表記形式

	概念定義域
	住所構成要素を連続的に組み合わせた文字列表現に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所体系に基づく項目である。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【表記】
・都道府県から建物名まで連結して記載する。
・具体的な表記方法（区切り等）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837058]郵便番号
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	郵便番号

	項目名 (英語）
	postalCode

	定義
	郵便物の配達区域を識別するために割り当てられた標準化された数値コード

	概念定義域
	郵便配達区域の識別子に対応する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の郵便番号体系に基づく項目である。海外は各国の郵便番号体系をISO 19160-1準拠の値域で定義する。
【表記】
・許容値・桁構成・表記（例：7桁、ハイフンの有無、ゼロ埋め等）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837059]国
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	国

	項目名 (英語）
	country

	定義
	住所体系における最上位の行政領域である国家またはそれに準ずる領域単位

	概念定義域
	国家レベルの行政領域（国またはそれに準ずる領域単位）の値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・許容値や表記（和文名・英文名の表記、コード付与、略称等）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837060]町字以下
	コアデータモデル
	住所

	項目名
	町字以下

	項目名 (英語）
	streetAddressAndCityBlock

	定義
	日本の住所体系における町字及びその後に続く詳細な所在を表す部分

	概念定義域
	日本の住所体系における町字及びその後に続く詳細な所在の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所体系に基づく項目である。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【補足】
・住所の構成要素のうち、町字以下（町字、街区符号、住居番号または地番）を記載する。
【表記】
・具体的な構成（町、字、丁目、番、号、枝番、建物名、部屋番号等）や表記方法（順序、区切り等）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837061]法人
[bookmark: _Toc222837062]法人番号
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	法人番号

	項目名 (英語）
	legalEntityNumber

	定義
	法人を一意に識別するために付与される番号

	概念定義域
	法人を一意に識別するための番号に対応する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の制度（国税庁が付与する法人番号）に基づく項目である。海外の法人識別は各国の制度（値域）で扱うこと。
【表記】
・許容値・桁数・表記（例：13桁、チェックディジット等）は値域で定義する。
【参照:法令】
・行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
【参照:機関】
・国税庁 法人番号公表サイト



[bookmark: _Toc222837063]ID群
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	ID群

	項目名 (英語）
	idGroup

	定義
	法人に関連付けられた一つ以上の識別子のグループ

	概念定義域
	法人を識別するために用いられる記号・番号体系のグループ

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、識別子の組合せ、順序、重複の可否は値域で定義する。各国・各制度における法人識別子の採否・定義差は国・制度別の値域で定義する。
【補足】
・具体的な識別子の種類や収録条件、並び順、形式等は値域で定義する。
・インボイス登録番号（登録番号）が指定されている場合は必須とする。
・構成要素となり得る識別子の例（制度ごとに異なる）：日本の法人番号（国税庁）、LEI（Legal Entity Identifier、ISO 17442に基づく）、D‑U‑N‑S Number（Dun & Bradstreet）等。
【参照:機関】
・国税庁 法人番号公表サイト
・GLEIF（LEIのグローバル運用機関）



[bookmark: _Toc222837064]商号または名称
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	商号または名称

	項目名 (英語）
	tradeName

	定義
	法人の公式な名称として用いられる表記

	概念定義域
	法人の公式名称に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の法人制度に基づく項目である。海外は各国制度における「legal name/registered name」の意味を用い、値域は国・制度別で扱う。
【表記】
・許容値・表記・言語種別・文字種（漢字・カナ・英字の扱い、略称・旧称の可否、別名の管理、記号類）は値域側で定義する。
【参照:法令】
・会社法
・一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
・商業登記法
【運用】
・「商号」は会社法上の会社の公式名称、「名称」は会社以外の法人（一般社団法人・一般財団法人等）の公式名称を指す用語であり、両者を包含する上位の名称概念として扱う。



[bookmark: _Toc222837065]商号または名称(カナ)
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	商号または名称(カナ)

	項目名 (英語）
	tradeNameKana

	定義
	法人の公式名称のカナ表記

	概念定義域
	法人の公式名称の「読み」として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の法人制度に基づく項目である。海外の法人は、各国の制度体系に応じて値域で扱う。
【表記】
・カナは片仮名（ISO 15924: Kana）を標準とする。
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837066]商号または名称(英字)
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	商号または名称(英字)

	項目名 (英語）
	tradeNameEn

	定義
	法人の公式名称のラテン文字表記

	概念定義域
	法人の公式名称のラテン文字表記として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の法人制度に基づく項目である。海外については、各国制度の表記体系に応じて値域を定義する。
【補足】
・翻訳英語名と音訳・転写の採否、原言語との対応関係（同一性の要件）、時点・版（改称履歴）は値域で定義する。
【表記】
・英字はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。
・文字種、大小文字の扱い、スペース・記号（アクセント記号・ダイアクリティカルマークを含む）の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837067]組織種別
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	組織種別

	項目名 (英語）
	categoryOfOrganization

	定義
	法人の法的形態に基づく種類を表す区分

	概念定義域
	法人の法的形態（組織形態）の種類という値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、海外は各国制度におけるlegal form/organization typeの分類を国・制度別の値域で定義する。
【補足】
・具体の分類体系（コード、名称、階層、版、時点、集計適用範囲）は値域で定義する。
・日本の例として、会社法における会社類型（株式会社、合同会社、合名会社、合資会社）、一般社団法人・一般財団法人、学校法人、医療法人、特定非営利活動法人（NPO法人）などがある。例示の採否・詳細は値域で定義する。
【参照:法令】
・会社法
・一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
・商業登記法、特定非営利活動促進法



[bookmark: _Toc222837068]通称
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	通称

	項目名 (英語）
	alternateName

	定義
	法人について日常的に使われる公的名称以外の呼び名

	概念定義域
	法人の公的名称以外の呼び名に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、国・制度ごとの取扱い差（例：商標・ブランドとの区別基準）は国・制度別の値域で定義する。
【補足】
・「通称」は登記上の公式名称（商号または名称）とは異なる。両者の関係性（対応づけ、優先度）は値域で定義する。
・複数の通称が存在し得るが、重複・同義関係の扱いは値域で定義する。
【表記】
・通称に用いる具体的な種類（略称、愛称、別名、通名など）の採用可否・選択基準は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837069]事業活動状況
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	事業活動状況

	項目名 (英語）
	activityStatus

	定義
	法人が営む事業活動の状態を表す情報

	概念定義域
	法人の事業活動に関する情報の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・「営業中」「倒産」「破産」「休眠」「休業」「廃業」などの事業活動の状態を値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：営業中、倒産、破産、休眠、休業、廃業など）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837070]説明
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	説明

	項目名 (英語）
	description

	定義
	法人に関する内容を表した記述

	概念定義域
	法人に関する記述内容の値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・説明は自由記述的な内容表現である。関係性や表示順のルールは値域で定義する。
・許容値や表記（言語、文字体系、文字種、長さ、改行・装飾の可否など）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837071]WebサイトURL
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	WebサイトURL

	項目名 (英語）
	webSiteUrl

	定義
	法人のWebサイトの所在を表すアドレスの文字列表現

	概念定義域
	法人のWebサイトに対応するアドレス（URL）の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・Webの資源識別は国に依存しないため、制度差は値域で扱う。
【補足】
・URLはUniform Resource Locatorであり、URI（Uniform Resource Identifier）との関係付けや採否は値域で定義する。
・国際化ドメイン名（IDN）の取扱い（例：Punycode変換、文字種の許容）は値域で定義する。
【表記】
・具体の許容値・構文・検証規則（例：スキーム、ホスト、パス、クエリ、フラグメントの扱い）は値域で定義する。
【参照:機関】
・IDNの参考（公式）：ICANN IDNプログラム概要。



[bookmark: _Toc222837072]社員数
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	社員数

	項目名 (英語）
	numberOfCompanyEmployee

	定義
	法人に雇用されている従業員の人数

	概念定義域
	従業員の人数という計数概念に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・「社員」は日常語では従業員を指すため、本項目における「社員」は、「従業員（雇用されている者）（役員数を含まない）」の人数 を対象とする。
・会社法上の「社員（持分会社の構成員）」は含まない。会社法上の社員数を扱う場合は別の項目名を定義すること。
【補足】
・カウント対象の具体的範囲（正社員、契約社員、パート、アルバイト等のいずれを含めるか）および基準時点は値域で定義すること。
・許容値・データ型・表記（例：0以上の整数、時点や集計単位）は値域で定義すること。
【参照:法令】
・会社法
・一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
・商業登記法
【運用】
・統計基準の例（従業者の定義は調査により異なる）：総務省統計局 経済センサス。



[bookmark: _Toc222837073]代表者
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	代表者

	項目名 (英語）
	representative

	定義
	法人の名前で正式な決定や対外的な連絡を行える権限を持つ人

	概念定義域
	法人において代表権を持つ個人の値の意味の範囲

	説明
	【参照:法令】
・会社法
・一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
・商業登記法
【運用】
・日本の法制度では「代表取締役」「代表社員」「理事長」などが典型的な代表者の名称として現れるが、名称や要件は国・法体系により異なる。



[bookmark: _Toc222837074]代表者役職名
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	代表者役職名

	項目名 (英語）
	positionOfRepresentative

	定義
	法人で代表権を持つ人に与えられた公的な役職の名称

	概念定義域
	法人における代表者の役職名称に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の法人を前提とする場合、代表者役職名の主な値域は会社法、一般社団法人・一般財団法人法、商業登記法などの法令に基づく名称に準拠する。海外の法人は各国の会社法・登記制度に基づく代表役職名に準拠する値域を定義する。
【表記】
・具体的な許容値（例：代表取締役、理事長、代表社員 など）や表記（漢字・カナ・英字）は値域で定義する。
【参照:法令】
・会社法
・一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
・商業登記法



[bookmark: _Toc222837075]設立年月日
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	設立年月日

	項目名 (英語）
	dateOfEstablishment

	定義
	法人が成立した年月日を表す暦日

	概念定義域
	暦日（年月日）の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の法人に関しては、商業登記等の関係法令に基づく成立日を参照する。海外の法人は各国の会社法・登記制度に基づく相当概念（incorporation/registration date）に準拠する値域を定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：ISO 8601に準拠したYYYY-MM-DD等）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837076]事業種目
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	事業種目

	項目名 (英語）
	categoryOfBusiness

	定義
	法人が営む事業活動の産業上の分類区分

	概念定義域
	事業活動の産業分類に関する値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・日本における代表的な値域の一例として、日本標準産業分類（総務省）に準拠した区分を用いることができる。海外では、International Standard Industrial Classification（ISIC）、North American Industry Classification System（NAICS）、NACEなど各国・地域の産業分類に準拠した値域を定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：分類コード、漢字・カナ・英字）および複数値の扱いは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837077]登記住所
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	登記住所

	項目名 (英語）
	registeredAddress

	定義
	法人の登記に記録された所在地を表す住所

	概念定義域
	法人の登記制度に基づく所在地としての住所の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・法人の公的登記に記録される所在地を表す。日本の法人については、商業登記等の公的登記に記録される所在地の住所を対象とする。海外の法人は各国の会社法・登記制度等に対応する値域を定義する。
・日本限定の住所要素（都道府県、市区町村（郡））を表す項目である。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【補足】
・「住所」要素の細分（都道府県、市区町村、町字、番地以下、建物名等）は「住所」モデル側の値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：都道府県から建物名までの連結表記、カナ・英字の別、分割項目の構造）は値域で定義する。
【参照:法令】
・会社法
・一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
・商業登記法



[bookmark: _Toc222837078]事業所情報
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	事業所情報

	項目名 (英語）
	businessPlaceInformation

	定義
	法人が事業活動を行う拠点としての事業所に関する情報

	概念定義域
	法人の事業拠点に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、住所要素を含む場合、日本の住所要素（都道府県、市区町村（郡）、町字、番地以下、建物名等）の取扱いの詳細は値域で定義する。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記、構造（例：事業所名称、所在地、連絡先情報などの項目構成）は値域で定義する。
【参照:機関】
・総務省統計局（経済センサス）



[bookmark: _Toc222837079]連絡先情報
	コアデータモデル
	法人

	項目名
	連絡先情報

	項目名 (英語）
	contactPointInformation

	定義
	法人への連絡に用いる手段または窓口に関する情報

	概念定義域
	法人の連絡手段または窓口に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（例：電話番号、電子メールアドレス、FAX番号、問い合わせ窓口名など）、多値の扱い、優先順位は値域で定義する。
【参照:法令】
・会社法
・一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
・商業登記法
【運用】
・日本の制度では、登記情報や公的公開情報に記載される連絡先情報の取扱いは各制度に依存するため、実装時は該当制度を参照する。



[bookmark: _Toc222837080]施設
[bookmark: _Toc222837081]ID
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	ID

	項目名 (英語）
	id

	定義
	施設に関連付けられた識別子

	概念定義域
	施設識別子の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・許容値や表記（文字種、桁数、書式、チェック方式、コード体系など）は値域で定義する。
【運用】
・識別体系（発番機関、重複回避、再利用可否等）の運用条件は定義に含めず、登録・運用設計側で管理する。



[bookmark: _Toc222837082]種別情報
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	種別情報

	項目名 (英語）
	typeInformation

	定義
	施設が属する種類を表す属性

	概念定義域
	施設の種類の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・「種類」の細かさ（用途、機能、業態、法令上の区分など）は採用する分類体系に依存し、本項目では固定しない。
・地理的目標物分類コード（地図上の地物（建物、道路、河川など）を分類するための標準化されたコード体系）等の種別情報を記述する。
・主な分類コード体系には、国土地理院（数値地図（国土基本情報）、地理院地図）等がある。
【表記】
・許容値（コードや名称などの具体的な値、文字種、桁数）は値域で定義する。
・英字の利用可否や種別（ラテン文字（ISO 15924: Latn）など）は値域で定義する。
【運用】
・分類の設計・運用（発番、変更履歴、再利用可否など）の手続や理由は定義に含めない。



[bookmark: _Toc222837083]名称
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	名称

	項目名 (英語）
	name

	定義
	施設に付けられた名称

	概念定義域
	施設の名称の値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・許容値（例：文字種、表記体系、長さ、コード化、有効・無効の状態）は値域で定義する。
【運用】
・正式名称・通称等の区別や多言語表記の扱いは、値域で定義する。
・国固有の命名規則や表記基準（例：日本語の表記慣習）は定義に含めず、値域で定義する。



[bookmark: _Toc222231139][bookmark: _Toc222235095][bookmark: _Toc222837084]名称(カナ)
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	名称(カナ)

	項目名 (英語）
	nameKana

	定義
	施設に付けられた名称のカナ表記

	概念定義域
	施設の名称「読み」として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本語のカナ表記に基づく項目である。
【表記】
・カナは片仮名（ISO 15924: Kana）を標準とする。
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837085]名称(英字)
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	名称(英字)

	項目名 (英語）
	nameEn

	定義
	施設に付与された名称のラテン文字表記

	概念定義域
	施設の名称のラテン文字表記として理解される値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・英字はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。
・文字種、大小文字の扱い、スペース・記号（アクセント記号・ダイアクリティカルマークを含む）の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222217827][bookmark: _Toc222231142][bookmark: _Toc222235098][bookmark: _Toc222217854][bookmark: _Toc222231169][bookmark: _Toc222235125][bookmark: _Toc222837086]通称
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	通称

	項目名 (英語）
	alternateName

	定義
	施設の正式名称以外で広く用いられる名称

	概念定義域
	施設に関する正式名称以外の名称の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・正式名称との関係（同一対象に対する別名であることの識別等）は値域で定義する。
・複数の通称が存在し得るが、重複・同義関係の扱いは値域で定義する。
【表記】
・通称に用いる具体的な種類（略称、愛称、別名、通名など）の採用可否・選択基準は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837087]説明
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	説明

	項目名 (英語）
	description

	定義
	施設の特徴、状態、使われ方などを表した記述

	概念定義域
	施設に関する記述内容の値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・文字種、言語、文字数、段落構造、改行や装飾（例：HTML）などの表現規則は値域で定義する。
【運用】
・「説明」は「名称」や「通称」と異なり、識別名ではなく内容の記述である。



[bookmark: _Toc222837088]施設住所
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	施設住所

	項目名 (英語）
	facilityAddress

	定義
	施設が所在する場所の住所

	概念定義域
	住所に関する値の意味の範囲（施設の所在地に対応するもの）

	説明
	【範囲】
・日本の住所要素（都道府県、市区町村（郡）、町字、番地以下、建物名等）の取扱いの詳細は値域で定義する。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【表記】
・住所の構成要素（国、地域、行政区画、通り、番地、郵便番号、建物名、部屋番号など）、表記規則（文字種・言語・順序・区切り）や許容値は値域で定義する。
・英字表記を用いる場合の「英字」はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。



[bookmark: _Toc222837089]アクセス方法
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	アクセス方法

	項目名 (英語）
	accessMethod

	定義
	施設へ到達するための移動手段や経路に関する内容

	概念定義域
	施設への到達に関する値の意味の範囲（移動手段の種別や経路の説明に対応するもの）

	説明
	【表記】
・許容値（例：徒歩、バス、電車、自動車、船、航空などの種別）、表記方法（言語、文字種、略記、距離・所要時間の扱い、地図リンクや座標の併記可否）や詳細記述の構造は値域で定義する。
【運用】
・分類型（手段の種別）と説明型（経路の記述）のいずれの表現も取り得るが、採用方針や分割方針は値域で定義する。
・運行ダイヤ、料金、混雑状況などの可変情報は別概念（例：運行情報、料金情報）で定義する。



[bookmark: _Toc222837090]駐車場有無
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	駐車場有無

	項目名 (英語）
	parkingStatus

	定義
	施設に駐車場があるかないかという状態の意味

	概念定義域
	施設の駐車場の提供状況に関する値の意味の範囲（例：あり、なし、条件付きあり、情報不明 などの意味）

	説明
	【範囲】
・自動車向け駐車場を前提とし、二輪（自転車・バイク）や大型車専用などは必要に応じて値域で定義する。
【補足】
・具体的な区分や表記（例：あり／なし／予約制／台数制限／有料／時間帯制限など）の採用基準と許容値は値域で定義する。
【運用】
・障害者用区画、EV充電設備の有無、車高制限、出入口形態などの詳細は別概念（設備属性等）で管理する。



[bookmark: _Toc222837091]連絡先情報
	コアデータモデル
	施設

	項目名
	連絡先情報

	項目名 (英語）
	contactPointInformation

	定義
	施設への連絡に用いる手段または窓口に関する情報

	概念定義域
	施設への連絡手段または窓口に関する値の意味の範囲（手段の種類や窓口属性に対応するもの）

	説明
	【補足】
・許容値や表記規則（電話番号の形式、電子メールアドレスの構文、URI/URL、SNSアカウント、内線番号、窓口名、担当部署などの扱い）は値域で定義する。
【運用】
・連絡手段の種類（例：電話、電子メール、Webフォーム、FAX、郵便）や複数言語の表現、優先度、公開／非公開の方針は値域で定義する。
・受付時間、休業日、応答可否・水準、料金、通信費用などの運用情報は別概念（例：連絡可用時間、応答ポリシー）で管理する。



[bookmark: _Toc222837092]子供預かり情報
[bookmark: _Toc222837093]料金有無
	コアデータモデル
	子供預かり情報

	項目名
	料金有無

	項目名 (英語）
	feeStatus

	定義
	子供預かり施設の利用料金の要否を示す区分

	概念定義域
	子供預かり施設の料金要否の区分として設定できる値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な区分や表記（例：有料、無料、一部有料、条件付き無料、不明など）や判定基準は値域で定義する。
【運用】
・料金の詳細（金額、計算方法、減免制度など）は別の項目名（料金説明）で扱う。



[bookmark: _Toc222837094]料金説明
	コアデータモデル
	子供預かり情報

	項目名
	料金説明

	項目名 (英語）
	feeDescription

	定義
	子供預かり施設の利用料金に関する補助的な記述内容

	概念定義域
	子供預かり施設の料金に関する補助的な説明として設定できる値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、文字数上限、改行や書式の扱い、金額の表記形式、通貨単位など）は値域で定義する。
【運用】
・料金の要否判定は別の項目名（料金有無）で扱い、この項目名では補足的な説明内容（時間帯別料金、減免条件、支払方法など）を記述する。



[bookmark: _Toc222837095]最小年齢
	コアデータモデル
	子供預かり情報

	項目名
	最小年齢

	項目名 (英語）
	minAge

	定義
	子供預かり施設の利用可能な年齢の下限を示す年齢

	概念定義域
	子供預かり施設の利用可能年齢の下限として取りうる値の範囲

	説明
	【補足】
・最小月齢との併用時の優先順位や換算ルールは値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：0以上の整数、単位の表記、端数の扱い、「満年齢」「数え年」の区別）は値域で定義する。
【運用】
・年齢の基準日（入所日時点、年度初日時点など）は制度により異なるため、値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837096]最小月齢
	コアデータモデル
	子供預かり情報

	項目名
	最小月齢

	項目名 (英語）
	minAgeInMonth

	定義
	子供預かり施設の利用可能な月齢の下限を示す月齢

	概念定義域
	子供預かり施設の利用可能月齢の下限として取りうる値の範囲

	説明
	【補足】
・最小年齢との併用時の優先順位や換算ルールは値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：0以上の整数、単位の表記、端数の扱い、「満年齢」「数え年」の区別）は値域で定義する。
【運用】
・年齢の基準日（入所日時点、年度初日時点など）は制度により異なるため、値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837097]最大年齢
	コアデータモデル
	子供預かり情報

	項目名
	最大年齢

	項目名 (英語）
	maxAge

	定義
	子供預かり施設の利用可能な年齢の上限を示す年齢

	概念定義域
	子供預かり施設の利用可能年齢の上限として取りうる値の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（例：正の整数、単位の表記、端数の扱い、「満年齢」「数え年」の区別、上限なしの表現方法）は値域で定義する。
【運用】
・年齢の基準日（利用終了日時点、年度末日時点など）は制度により異なるため、値域で定義する。
・最大年齢に達した後の年度内利用継続の可否などの運用ルールは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837098]開所時間
	コアデータモデル
	子供預かり情報

	項目名
	開所時間

	項目名 (英語）
	openingHour

	定義
	子供預かり施設がサービスを開始する時刻

	概念定義域
	子供預かり施設のサービス開始時刻として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・曜日別・季節別の開所時間の違いや臨時変更の扱いは値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：ISO 8601形式のHH:MM、24時間表記、深夜営業時の日付跨ぎの扱い）は値域で定義する。
【運用】
・「開所」は施設が受入を開始する時刻であり、受付開始時刻や登園可能時刻とは異なる場合がある。実務上の区分意図は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837099]閉所時間
	コアデータモデル
	子供預かり情報

	項目名
	閉所時間

	項目名 (英語）
	closingHour

	定義
	子供預かり施設がサービスを終了する時刻

	概念定義域
	子供預かり施設のサービス終了時刻として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・曜日別・季節別の閉所時間の違いや臨時変更の扱いは値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：ISO 8601形式のHH:MM、24時間表記、深夜営業時の日付跨ぎの扱い）は値域で定義する。
【運用】
・「閉所」は施設が受入を終了する時刻であり、お迎え期限時刻や延長保育の開始時刻とは異なる場合がある。実務上の区分意図は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837100]備考
	コアデータモデル
	子供預かり情報

	項目名
	備考

	項目名 (英語）
	remark

	定義
	子供預かり施設に関して補足的に記述される情報や注記

	概念定義域
	子供預かり施設に関する補足情報として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、文字数上限、改行や書式の扱い）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837101]土地
[bookmark: _Toc222837102]ID群
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	ID群

	項目名 (英語）
	idGroup

	定義
	土地に関連付けられた一つ以上の識別子のグループ

	概念定義域
	土地を識別するために用いられる記号・番号体系のグループ

	説明
	【範囲】
・識別子の組合せ、順序、重複の可否は値域で定義する。日本国内の土地関連で用いる場合は、地番や登記記録番号など各制度のID体系に依拠し、値域の定義は該当制度に沿って行う。海外での運用では各国の地籍・不動産識別体系に準拠した値域を採用する。
【補足】
・許容値や表記（文字種、桁数、書式、チェック方式、コード体系など）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837103]用途
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	用途

	項目名 (英語）
	usage

	定義
	土地の主な使い方やそこで行われる活動の種類を区分する性質

	概念定義域
	土地の使い方・活動の種類に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、日本国内で用いる場合は、都市計画法等の制度における区分（例：用途地域の系統など）を値域で定義する。海外で用いる場合は各国の土地利用分類体系に準拠して値域を定義する。
【表記】
・許容値や表記（カテゴリー名、コード、記号、文字集合など）は値域で定義する。
【参照:法令】
・都市計画法



[bookmark: _Toc222837104]名称
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	名称

	項目名 (英語）
	name

	定義
	土地に付与された名称

	概念定義域
	土地の名称に関する値の意味の範囲（例として正式名称・通称・別名などの意味差を含みうる）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、制度・標記の差異（公称・地名の標準化など）は各国・各制度の値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（文字種、記号、長さ、言語、文字体系など）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837105]名称(カナ)
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	名称(カナ)

	項目名 (英語）
	nameKana

	定義
	土地の名称のカナ表記

	概念定義域
	土地の名称の「読み」として理解される値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・日本語のカナ表記に基づく項目である。
【表記】
・カナは片仮名（ISO 15924: Kana）を標準とする。
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837106]名称(英字)
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	名称(英字)

	項目名 (英語）
	nameEn

	定義
	土地の名称のラテン文字表記

	概念定義域
	土地の名称のラテン文字表記として理解される値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・英字はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。
・文字種、大小文字の扱い、スペース、記号（アクセント記号、ダイアクリティカルマークを含む）の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837107]通称
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	通称

	項目名 (英語）
	alternateName

	定義
	土地について、正式名称以外に用いられる慣用的な名称

	概念定義域
	土地の正式名称以外に用いられる名称に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、日本で用いる場合は、通称の出典・適用期間・使用範囲（地域限定か、商業上の名称か等）の管理を値域で定義する。海外で用いる場合は各国の地名標準化・翻字方針等に沿って値域を定義する。
【補足】
・正式名称との関係（同一対象に対する別名であることの識別等）は値域で定義する。
・複数の通称が存在し得るが、重複・同義関係の扱いは値域で定義する。
【表記】
・通称に用いる具体的な種類（略称、愛称、別名、通名など）の採用可否・選択基準は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837108]説明
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	説明

	項目名 (英語）
	description

	定義
	土地に関する事柄や特徴を表した記述

	概念定義域
	土地に関する記述内容の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、日本で用いる場合、制度名称や法令名の記載方針（例：都市計画の区分の説明に言及するか否か）は値域で定義する。海外で用いる場合は各国の制度・分類の参照ルールを値域で定義する。
【補足】
・要約説明、詳細説明、注記などの区別は値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（言語、文字体系、文字種、長さ、改行・装飾の可否など）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837109]土地住所
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	土地住所

	項目名 (英語）
	landAddress

	定義
	土地の所在地を住所で表した内容

	概念定義域
	土地の所在地の住所記述に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本での適用では、住居表示と地番の制度差を値域で明示し、採用方式（いずれかの採用・併記・変換方針）を定義する。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【補足】
・関連する個別住所要素（例：都道府県、市区町村（郡）、町名、番地等）は値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（住所の構成要素、順序、区切り、記号、文字種、郵便番号の扱いなど）は値域で定義する。
【参照:法令】
・住居表示に関する法律
・不動産登記法



[bookmark: _Toc222837110]土地面積
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	土地面積

	項目名 (英語）
	landArea_MTK

	定義
	土地の面積の大きさを数で表したもの

	概念定義域
	土地の面積に関する値の意味の範囲（例：公簿面積、実測面積などの意味差）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、日本で用いる場合は、公簿面積と実測面積の区別、共有地の持分面積の扱い、地積測量図の参照方針などを値域で定義する。
【補足】
・英語名の接尾要素「MTK」は命名上の区別に用いる文字列であり、単位や計測方式を規定しない。単位・計測方式は値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（単位［例：平方メートル（m²）］、有効桁数、丸め、記号、文字種など）は値域で定義する。
【参照:法令】
・不動産登記法
【運用】
・傾斜地や水面の扱い、境界確定の有無、地役権等の除外・含め方は、必要に応じて値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837111]土地形状イメージURL
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	土地形状イメージURL

	項目名 (英語）
	landFormImageUrl

	定義
	土地の形状を視覚的に表した画像への参照である情報

	概念定義域
	土地の形状を視覚的に表した画像資源への参照に関する値の意味の範囲（例：境界線図、配置図、航空写真・衛星画像などの意味差）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、画像の種類（写真・図面・地図等）や作成主体（公的機関・民間）の差異、公開可否（アクセス権）などの取扱いは値域で定義する。
【補足】
・リンクの永続性（更新・失効・リダイレクトの扱い）やメタデータ連携（撮影日、出典等）は定義に混入させず、値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（URI/URLの形式、プロトコルの種別、画像フォーマット（例:PNG、JPEG）、文字集合、長さ、エンコード等）は値域で定義する。
【運用】
・URIの採用可否は必要に応じて値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837112]土地形状
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	土地形状

	項目名 (英語）
	landForm

	定義
	土地の境界線の並びや外周の形から決まる形の性質

	概念定義域
	土地の形の類型や特徴に関する値の意味の範囲（例：矩形、台形、不整形、旗竿地、複合形状などの意味差）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、日本の不動産実務で用いる名称（例：旗竿地等）は国・制度別の値域として扱う。海外適用では各国の地籍・地形分類の語彙整合を値域で定義する。
【補足】
・図形の具体的表現（例：ポリゴン、頂点列、面積・周長の数値）や測量方法・誤差の扱いは、必要に応じて値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（分類語彙・コード、図形の表現形式、座標系・測地系、精度、文字種・長さなど）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837113]備考
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	備考

	項目名 (英語）
	remark

	定義
	土地に関して補足的に記述される情報や注記

	概念定義域
	土地に関する補足情報として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・土地の役割等の補足情報を記述する（例：広域避難場所に指定など）。
【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、文字数上限、改行や書式の扱い）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837114]連絡先情報
	コアデータモデル
	土地

	項目名
	連絡先情報

	項目名 (英語）
	contactPointInformation

	定義
	土地に関する連絡に用いる手段または窓口に関する情報

	概念定義域
	土地に関する連絡手段または窓口に関する値の意味の範囲（例：電話番号、電子メールアドレス、担当部署名、窓口所在地、受付時間などの意味差）

	説明
	【範囲】
・国際一般に適用するが、日本で用いる場合、窓口の種別（個人／組織／部署）、業務時間、問い合わせ種別（一般相談／緊急連絡など）の取扱いは値域で定義する。海外で用いる場合は各国の通信番号計画や言語表記の規則に合わせて値域を設計する。
・個人情報の取扱い（公開範囲・同意取得・保管方針など）は、必要に応じて値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（電話番号の形式、電子メールアドレスの構文、住所表記、文字種、長さ、言語、公開可否・機密区分など）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837115]建物
[bookmark: _Toc222837116]ID
	コアデータモデル
	建物

	項目名
	ID

	項目名 (英語）
	id

	定義
	建物に関連付けられた識別子

	概念定義域
	建物の識別子の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・許容値や表記（文字種、桁数、書式、チェック方式、コード体系など）は値域で定義する。
【運用】
・識別子の発番機関、重複回避、再利用可否、有効期間などの運用条件は定義に含めず、値域で管理する。



[bookmark: _Toc222837117]種別情報
	コアデータモデル
	建物

	項目名
	種別情報

	項目名 (英語）
	typeInformation

	定義
	建物の種類の区分を伝える分類情報

	概念定義域
	建物の種別（分類カテゴリ）の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・分類体系（例：用途別、構造別、法令上の区分など）の選択や階層構造は値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（文字種、桁数、書式、コード体系など）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837118]名称
	コアデータモデル
	建物

	項目名
	名称

	項目名 (英語）
	name

	定義
	建物に付与された名称

	概念定義域
	建物の名称の値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・許容値や表記（文字種、桁数、書式、言語・スクリプト、別名の有無など）は値域で定義する。
【運用】
・正式名称、通称、商業上の名称などの種別や優先度は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837119]名称(カナ)
	コアデータモデル
	建物

	項目名
	名称(カナ)

	項目名 (英語）
	nameKana

	定義
	建物の名称のカナ表記

	概念定義域
	建物の名称の「読み」として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本語のカナ表記に基づく項目である。
【表記】
・カナは片仮名（ISO 15924: Kana）を標準とする。
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837120]名称(英字)
	コアデータモデル
	建物

	項目名
	名称(英字)

	項目名 (英語）
	nameEn

	定義
	建物の名称のラテン文字表記

	概念定義域
	建物の名称のラテン文字表記として理解される値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・英字はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。
・文字種、大小文字の扱い、スペース・記号（アクセント記号・ダイアクリティカルマークを含む）の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837121]通称
	コアデータモデル
	建物

	項目名
	通称

	項目名 (英語）
	alternateName

	定義
	正式名称とは異なる、一般に用いられる建物の呼び名

	概念定義域
	建物の通称（正式名称以外の呼び名）の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・「通称」は正式名称とは異なる。両者の関係性（対応づけ、優先度）は値域で定義する。
・複数の通称が存在し得るが、重複・同義関係の扱いは値域で定義する。
【表記】
・通称に用いる具体的な種類（略称、愛称、別名、通名など）の採用可否・選択基準は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837122]説明
	コアデータモデル
	建物

	項目名
	説明

	項目名 (英語）
	description

	定義
	建物に関する性質や状態、背景などを表した記述

	概念定義域
	建物に関する記述内容の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・建物情報として公開可能な詳細情報を記述する（例：「東京都千代田区1丁目に位置する分譲マンションで、総戸数100戸で30階建ての大規模マンションです」）。
【表記】
・許容値や表記（言語、文字体系、文字種、長さ、改行・装飾の可否など）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837123]建物住所
	コアデータモデル
	建物

	項目名
	建物住所

	項目名 (英語）
	buildingAddress

	定義
	建物が所在する場所の住所

	概念定義域
	建物の所在地に関する住所の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所要素（都道府県、市区町村（郡）、町字、番地以下、建物名等）の取扱いの詳細は値域で定義する。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【表記】
・許容値や表記（文字種、桁数、書式、順序、言語・スクリプト、コード体系、検証規則など）は値域で定義する。
【参照:法令】
・住居表示に関する法律
・不動産登記法



[bookmark: _Toc222837124]備考
	コアデータモデル
	建物

	項目名
	備考

	項目名 (英語）
	remark

	定義
	建物に関して補足的に記述される情報や注記

	概念定義域
	建物に関する補足情報として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・建物の立地条件など補足情報を記述する（例：駅近、日当たり良好など）。
【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、文字数上限、改行や書式の扱い）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837125]設備
[bookmark: _Toc222837126]ID
	コアデータモデル
	設備

	項目名
	ID

	項目名 (英語）
	id

	定義
	設備に関連付けられた識別子

	概念定義域
	設備の識別子の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・許容値や表記（文字種、桁数、書式、チェック方式、コード体系など）は値域で定義する。
【運用】
・識別子の発番機関、重複回避、再利用可否、有効期間などの運用条件は定義に含めず、値域で管理する。



[bookmark: _Toc222837127]種別情報
	コアデータモデル
	設備

	項目名
	種別情報

	項目名 (英語）
	typeInformation

	定義
	設備の分類に関する情報

	概念定義域
	設備の分類（種別）に関する値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・分類体系（例：CityGML、公共測量標準図式コードなど）の選択やレベル構造、コード表の管理は値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（例：コード、名称、階層、桁数、文字種、フォーマット）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837128]名称
	コアデータモデル
	設備

	項目名
	名称

	項目名 (英語）
	name

	定義
	設備の名称である表記

	概念定義域
	設備の名称に関する値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・一意性は概念上の必須条件ではない。固有名か通称か、階層的命名か等は値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（例：文字種、言語、長さ、フォーマット、重複許容の有無）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837129]名称(カナ)
	コアデータモデル
	設備

	項目名
	名称(カナ)

	項目名 (英語）
	nameKana

	定義
	設備の名称のカナ表記

	概念定義域
	設備の名称の「読み」として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本語のカナ表記に基づく項目である。
【表記】
・カナは片仮名（ISO 15924: Kana）を標準とする。
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837130]名称(英字)
	コアデータモデル
	設備

	項目名
	名称(英字)

	項目名 (英語）
	nameEn

	定義
	設備の名称のラテン文字表記

	概念定義域
	設備の名称のラテン文字表記として理解される値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・英字はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。
・文字種、大小文字の扱い、スペース・記号（アクセント記号・ダイアクリティカルマークを含む）の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837131]説明
	コアデータモデル
	設備

	項目名
	説明

	項目名 (英語）
	description

	定義
	設備に関する内容を表した記述

	概念定義域
	設備に関する記述内容の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・多言語の記述や翻訳の関連付け、リッチテキストの装飾可否は値域で定義する。
【表記】
・許容値や表記（言語、文字体系、文字種、長さ、改行・装飾の可否など）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837132]状態
	コアデータモデル
	設備

	項目名
	状態

	項目名 (英語）
	status

	定義
	設備の状態を表す分類情報

	概念定義域
	設備の状態の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・状態体系（例：運用状態、保全状態、承認状態などの体系分離）は値域・業務規程等で定義する。
【表記】
・許容値や表記（例：区分名、コード、並び順、階層、表示色、長さ、文字種、フォーマット）は値域で定義する。
【運用】
・状態の変化時刻や有効期間が必要な場合は拡張項目等で定義する。



[bookmark: _Toc222837133]設備住所
	コアデータモデル
	設備

	項目名
	設備住所

	項目名 (英語）
	equipmentAddress

	定義
	設備が所在する場所の住所

	概念定義域
	設備が所在する場所の住所に関する値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所要素（都道府県、市区町村（郡）、町字、番地以下、建物名等）の取扱いの詳細は値域で定義する。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【表記】
・許容値や表記（例：国別の住所構成、文字種、言語、長さ、改行や記号の扱い、書式）は値域で定義する。
【参照:法令】
・住居表示に関する法律
・不動産登記法



[bookmark: _Toc222837134]イベント
[bookmark: _Toc222837135]ID
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	ID

	項目名 (英語）
	id

	定義
	イベントに関連付けられた識別子

	概念定義域
	イベントの識別子の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・許容値や表記（文字種、桁数、書式、チェック方式、コード体系など）は値域で定義する。
【運用】
・識別子の発番機関、重複回避、再利用可否、有効期間などの運用条件は定義に含めず、値域で管理する。



[bookmark: _Toc222837136]イベント名
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	イベント名

	項目名 (英語）
	eventName

	定義
	イベントの公式な名称として用いられる表記

	概念定義域
	イベントの公式名称に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（文字種、長さ、記号や数字の扱い、改称履歴の管理など）は値域で定義する。
【運用】
・正式名称と通称の区別、多言語表記の管理、略称の扱いは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837137]イベント名(カナ)
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	イベント名(カナ)

	項目名 (英語）
	eventNameKana

	定義
	イベントの公式名称のカナ表記

	概念定義域
	イベントの公式名称の「読み」として理解される値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本語のカナ表記に基づく項目である。
【表記】
・カナは片仮名（ISO 15924: Kana）を標準とする。
・文字種、濁点・半濁点・長音の扱い、外字の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837138]イベント名(英字)
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	イベント名(英字)

	項目名 (英語）
	eventNameEn

	定義
	イベントの公式名称のラテン文字表記

	概念定義域
	イベントの公式名称のラテン文字表記として理解される値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・英字はラテン文字（ISO 15924: Latn）を指す。
・文字種、大小文字の扱い、スペース・記号（アクセント記号・ダイアクリティカルマークを含む）の可否などの表記規則は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837139]通称
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	通称

	項目名 (英語）
	alternateName

	定義
	イベントの日常的に使われる公的名称以外の呼び名

	概念定義域
	イベントの公的名称以外の呼び名に関する値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・「通称」は正式名称とは異なる。両者の関係性（対応づけ、優先度）は値域で定義する。
・複数の通称が存在し得るが、重複・同義関係の扱いは値域で定義する。
【表記】
・通称に用いる具体的な種類（略称、愛称、別名、通名など）の採用可否・選択基準は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837140]サブタイトル
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	サブタイトル

	項目名 (英語）
	subTitle

	定義
	イベント名を補足する目的で付される副題

	概念定義域
	イベントの副題に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、長さ、記号や改行の扱い、イベント名との結合方法、複数サブタイトルの可否など）は値域で定義する。
【運用】
・「サブタイトル」は「イベント名」を補足する副題であり、「説明」とは異なる。役割の区別は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837141]説明
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	説明

	項目名 (英語）
	description

	定義
	イベントに関する内容を表した記述

	概念定義域
	イベントに関する記述内容の値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・許容値や表記（言語、文字体系、文字種、長さ、改行・装飾の可否など）は値域で定義する。
【運用】
・「説明」は「イベント名」や「通称」と異なり、識別名ではなく内容の記述である。要約説明、詳細説明、注記などの区別は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837142]サブイベント
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	サブイベント

	項目名 (英語）
	subEvent

	定義
	特定のイベントの構成要素となる部分的なイベントに関連付けられた識別子

	概念定義域
	サブイベントの識別子の値の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（識別子の種類、文字種、桁数、書式、階層構造の深さ、循環参照の禁止など）は値域で定義する。
【運用】
・親イベントとサブイベントの関係性（階層構造、多対多関係の可否、時系列の制約等）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837143]イベント種類
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	イベント種類

	項目名 (英語）
	eventType

	定義
	イベントを内容、目的、形式等の観点から分類した種別

	概念定義域
	イベント種別に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な分類体系（コード、名称、階層、版、時点、集計適用範囲）や分類軸（例：内容別、目的別、形式別、規模別など）の選択は値域で定義する。
【運用】
・分類体系の例として、主催者種別（官公庁、民間、市民団体など）や分野別（文化、スポーツ、教育など）の区分を用いることができる。具体的な分類体系は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837144]イベントURL
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	イベントURL

	項目名 (英語）
	eventUrl

	定義
	イベントのWebサイトの所在を表すアドレスの文字列表現

	概念定義域
	イベントのWebサイトに対応するアドレス（URL）の値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・URLはUniform Resource Locator（頭字語：URL）であり、URI一般（Uniform Resource Identifier）との関係付けや採用可否は値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値・構文・検証規則（例：スキーム、ホスト、パス、クエリ）は値域で定義する。
【運用】
・リンクの永続性（更新・失効・リダイレクトの扱い）や公式サイトとSNSアカウントの区別は値域で管理する。



[bookmark: _Toc222837145]状態
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	状態

	項目名 (英語）
	status

	定義
	イベントの開催状況を示す状態区分

	概念定義域
	イベント状態に関する値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・状態体系の選択（例：開催状態、申込状態、公開状態などの体系分離）や遷移ルールの設計は値域または業務規程側で定義する。
【表記】
・具体的な区分や表記（例：予定、受付中、満員、開催中、中止、延期、終了、不明など）の採用基準と許容値は値域で定義する。
【運用】
・状態の変化時刻や有効期間は別の項目名（例：状態更新日時）として定義する。



[bookmark: _Toc222837146]キーワード
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	キーワード

	項目名 (英語）
	keyword

	定義
	イベントの内容や特徴を表すために付される語句

	概念定義域
	イベントに付されるキーワードの値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・セミコロン区切りで列挙する。
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、長さ、統制語彙の使用可否、複数値の扱いなど）は値域で定義する。
【運用】
・「キーワード」は検索や内容表現を目的とした語句であり、「タグ」（分類・識別目的）とは役割が異なる。両者の使い分けは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837147]タグ
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	タグ

	項目名 (英語）
	tag

	定義
	イベントの分類や検索を目的として付される識別的な語句

	概念定義域
	イベントのタグとして付される値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・セミコロン区切りで列挙する。
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、長さ、記号の扱い、階層構造の可否、名前空間の使用、複数タグの区切り方法など）は値域で定義する。
【運用】
・「タグ」は分類や検索を目的とした識別的な語句であり、「キーワード」（内容表現）とは役割が異なる。両者の使い分けは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837148]開催パターン
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	開催パターン

	項目名 (英語）
	holdingPattern

	定義
	イベントの開催形態（日程構成、繰返し頻度など）を説明する記述

	概念定義域
	イベントの開催形態に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、構造化データの可否、繰返しルールの表現方法など）は値域で定義する。
【運用】
・繰返しパターンの例：単発、毎日、毎週、毎月、不定期など。具体的な表現方法（自然言語記述、構造化コード、iCalendarなど）は値域で定義する。
・開始日・終了日・開始時刻・終了時刻との関係性（優先順位、矛盾時の扱い）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837149]開始日
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	開始日

	項目名 (英語）
	dateOfStart

	定義
	イベントが開始される日付

	概念定義域
	イベントの開始日として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・暦体系（通常はグレゴリオ暦）の選択や部分的な日付（年のみ、年月のみ等）の扱いは値域で定義する。
・概算日付の扱い（例：上旬、中旬、下旬等）の表現方法は値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：ISO 8601拡張表記 YYYY-MM-DD）は値域で定義する。
【運用】
・開始日が未定の場合の扱い（例：「未定」の表現方法、NULL値の許容）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837150]終了日
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	終了日

	項目名 (英語）
	dateOfEnd

	定義
	イベントが終了する日付

	概念定義域
	イベントの終了日として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【補足】
・暦体系（通常はグレゴリオ暦）の選択や部分的な日付（年のみ、年月のみ等）の扱いは値域で定義する。
・概算日付の扱い（例：上旬、中旬、下旬等）の表現方法は値域で定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（例：ISO 8601拡張表記 YYYY-MM-DD）は値域で定義する。
【運用】
・終了日が未定の場合の扱い（例：「未定」の表現方法、NULL値の許容）や開始日との整合性チェック（終了日≧開始日）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837151]開始時刻
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	開始時刻

	項目名 (英語）
	startTime

	定義
	イベントが開始される時刻

	概念定義域
	イベントの開始時刻として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（例：ISO 8601形式のHH:MM:SS、24時間表記）は値域で定義する。
【運用】
・開始時刻が未定の場合の扱い（例：「未定」の表現方法、NULL値の許容）や複数回開催時の扱いは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837152]終了時刻
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	終了時刻

	項目名 (英語）
	endTime

	定義
	イベントが終了する時刻

	概念定義域
	イベントの終了時刻として取りうる値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（例：ISO 8601形式のHH:MM:SS、24時間表記、深夜営業時の日付跨ぎの扱い）は値域で定義する。
【運用】
・終了時刻が未定の場合の扱い（例：「未定」の表現方法、NULL値の許容）や開始時刻との整合性チェック（日付跨ぎを考慮した時刻比較）は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837153]日時説明
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	日時説明

	項目名 (英語）
	dateTimeDescription

	定義
	イベントの開催日時について補足的に説明した記述

	概念定義域
	イベントの開催日時に関する補足的な説明の値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、文字数上限、改行や書式の扱い、日付・時刻の表記規則など）は値域で定義する。
【運用】
・「日時説明」は開始日・終了日・開始時刻・終了時刻を補足する記述（例：「雨天時は翌日に順延」「開場は開演の30分前」など）であり、構造化された日時データとは区別される。



[bookmark: _Toc222837154]開催場所
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	開催場所

	項目名 (英語）
	location

	定義
	イベントが開催される場所の名称として用いられる表記

	概念定義域
	イベントが開催される場所の名称に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（文字種、長さ、言語、施設名との区別など）は値域で定義する。
【運用】
・「開催場所」は場所の名称を表し、「開催場所住所」（所在地の住所）や「開催施設」（施設の正式名称）とは異なる。これらの使い分けは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837155]開催場所住所
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	開催場所住所

	項目名 (英語）
	locationAddress

	定義
	イベントの開催場所の所在地の住所

	概念定義域
	イベントの開催場所の住所の値の意味の範囲

	説明
	【範囲】
・日本の住所要素（都道府県、市区町村（郡）、町字、番地以下、建物名等）の取扱いの詳細は値域で定義する。海外の住所については、各国の住所体系に応じた値域を定義する。
【表記】
・具体的な許容値や表記（構成要素、順序、言語、郵便番号の扱い、建物名・部屋番号の必須/任意など）は値域で定義する。
【運用】
・開催場所が複数ある場合の扱い（複数値の許容、主会場の指定など）やオンライン開催時の扱い（NULL値、特定文字列など）は値域で定義する。
【参照:法令】
・住居表示に関する法律



[bookmark: _Toc222837156]開催施設
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	開催施設

	項目名 (英語）
	venueFacility

	定義
	イベントの開催時に使用される施設の名称

	概念定義域
	イベントの開催施設に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（文字種、長さ、言語、施設の識別子との関連付け、複数施設の扱いなど）は値域で定義する。
【運用】
・「開催施設」は施設の正式名称を表し、「開催場所」とは区別される。施設マスタとの連携方法（名称参照、識別子参照）は値域で定義する。
・施設が特定できない場合（例：屋外、路上など）の扱いは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837157]アクセス方法
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	アクセス方法

	項目名 (英語）
	accessMethod

	定義
	イベントの開催場所へ到達するための移動手段や経路に関する内容

	概念定義域
	イベントの開催場所への到達に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、長さ、交通機関の種別、所要時間の表記、地図URLの扱い、座標情報の可否など）は値域で定義する。
【運用】
・交通手段の種別（徒歩、バス、電車、自動車、船、航空など）と経路説明のいずれの表現も取り得るが、採用方針と分割は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837158]Web開催
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	Web開催

	項目名 (英語）
	webinarStatus

	定義
	Web開催を含むイベントの実施形式についての記述

	概念定義域
	Web開催で実施されるイベントの実施形式に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な区分や表記（例：現地開催のみ、オンライン、ハイブリッドなど）や各形式の定義は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837159]主催団体
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	主催団体

	項目名 (英語）
	organizer

	定義
	イベントの企画および実施の主体となる団体の名称

	概念定義域
	イベントの主催団体の名称に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（文字種、長さ、言語、法人識別子との関連付け、複数主催の扱い、個人主催の可否など）は値域で定義する。
【運用】
・「主催団体」は企画・実施の主体を表し、「共催団体」（共同実施）、「関連団体」（協賛・後援など）とは役割が異なる。これらの使い分けは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837160]共催団体
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	共催団体

	項目名 (英語）
	coorganizer

	定義
	主催団体とともにイベントを実施する団体の名称

	概念定義域
	イベントの共催団体の名称に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（文字種、長さ、言語、法人識別子との関連付け、複数共催の扱い、役割分担の記述方法など）は値域で定義する。
【運用】
・「共催団体」は主催団体とともに実施する団体であり、「主催団体」、「関連団体」（協賛・後援など）とは役割が異なる。これらの使い分けと優先順位は値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837161]関連団体
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	関連団体

	項目名 (英語）
	relatedGroup

	定義
	主催または共催以外で、イベントに関係する団体の名称

	概念定義域
	イベントに関連する団体の名称に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（文字種、長さ、言語、法人識別子との関連付け、複数団体の扱い、関連種別の表現方法など）は値域で定義する。
【運用】
・「関連団体」は主催・共催以外の関係（協賛、後援、協力、助成など）を持つ団体であり、「主催団体」「共催団体」とは役割が異なる。関連種別の分類（協賛、後援など）は別の項目名で扱うか、値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837162]対象者
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	対象者

	項目名 (英語）
	targetPerson

	定義
	イベントへの参加や利用を想定している個人や団体を表す記述

	概念定義域
	イベントの対象者に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（言語、文字種、長さ、対象の粒度（全員、特定年齢層、特定職業など）、複数条件の記述方法など）は値域で定義する。
【運用】
・対象者の記述形式は、自由記述型（例：「小学生とその保護者」）と構造化型（年齢範囲、性別、居住地などの属性）のいずれも取り得る。具体的な扱いは値域で定義する。



[bookmark: _Toc222837163]定員
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	定員

	項目名 (英語）
	capacity

	定義
	イベントに参加可能な人数の上限を表す値

	概念定義域
	イベントの定員の上限として取りうる値の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（例：0以上の整数、人数単位の扱い、複数会場での合計か個別かなど）は値域で定義する。
【運用】
・定員の種類（申込定員、参加定員、最大収容人数など）の区別は別の項目名で扱う。



[bookmark: _Toc222837164]料金有無
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	料金有無

	項目名 (英語）
	feeStatus

	定義
	イベントへの参加に際して料金の支払いの要否を表す区分

	概念定義域
	イベントの参加料金の要否に関する値の範囲

	説明
	【補足】
・「有料」、「無料」の区分を記載する。
【運用】
・料金の詳細（金額、区分（一般・学生など）、早割・当日料金の違いなど）は別の項目名で扱う。
・参加費以外の費用（交通費、宿泊費、材料費など）の含め方は値域で明示する。



[bookmark: _Toc222837165]駐車場有無
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	駐車場有無

	項目名 (英語）
	parkingStatus

	定義
	イベント参加者が利用可能な駐車場の有無を表す区分

	概念定義域
	イベントにおける駐車場の利用可否の値の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な区分や表記（例：あり、なし、近隣にあり、予約制、不明など）の採用基準と許容値は値域で定義する。
【運用】
・駐車場の詳細（台数、料金、利用時間、会場からの距離など）は別の項目名で扱う。



[bookmark: _Toc222837166]連絡先情報
	コアデータモデル
	イベント

	項目名
	連絡先情報

	項目名 (英語）
	contactPointInformation

	定義
	イベントに関する問い合わせを行うための連絡に用いる手段または窓口に関する情報

	概念定義域
	イベントに関する問い合わせを行うための連絡手段または窓口に関する値の意味の範囲

	説明
	【表記】
・具体的な許容値や表記（電話番号の形式、電子メールアドレスの構文、URI/URL、SNSアカウント、窓口名、担当部署、受付時間などの扱い）は値域で定義する。
【運用】
・連絡手段の種類（例：電話、電子メール、Webフォーム、FAX、郵便）や複数言語の表現、優先度、公開／非公開の方針は値域で定義する。
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